
発言通告書（総括表） 
令和２年第３回定例会 代表質問 

№ 発 言 者 発 言 事 項 発 言 要 旨 
答弁を 

求める者 

１ 
林議員 

（自民） 

残り任期は「従心」でとした石

川区長の判断の数々 

 

 

 

７月６日、日程にない東京都知

事との会談 

 

 

残り任期４か月となる石川区

政の決算審査 

 

 

新型コロナウイルス感染症対

策と予算編成 

 

 

６期目の区長選挙に出馬する

のか？ 

 

 

これからの千代田区 

〇職員に勤務時間中に必勝為書きを書かせた「従心」と減給一か月 10％とした判断 

〇保健福祉部長のみ定年延長とした「従心」と判断 

〇解散通知した責任と判断 

〇百条調査を違法とした意見書提出した責任と判断 

 

〇東京都知事とは、誰が同席し何を話したのか？ 

〇なぜ知事日程、区長日程に記載されていないのか？ 

〇情報公開は東京大改革でないのか？ 

 

〇過去 10年間の決算審査状況 

〇令和元年度決算審査と石川区長の政治姿勢 

〇石川区政 20年の成果の振り返りについて 

 

〇これまでの補正予算は一貫性がなく場当り的では？ 

〇附帯決議の受け止めは？ 

〇令和３年度予算編成をするのか？ 

 

〇第４次補正予算を提案するのか？ 

〇百条委員会の調査に協力するのか？ 

〇議会は存在しないと宣言した結果責任は？ 

 

〇千代田区第４次基本構想策定に向けて 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

２ 木村議員 

（共産） 

（１）新型コロナウイルス感染

症対策について 

 

 

①保健所体制の強化を 

②ＰＣＲ検査の強化を 

③くらしと営業への継続的支援を 

④財源の確保について 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 
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２ 木村議員 

（共産） 

（２）新型コロナ・パンデミッ

クは社会の脆弱性を明らかに

した。その背景にある新自由主

義路線の破たんは千代田区政

にどうあらわれているか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）改めて飯田橋駅西口再開

発事業について 

①人件費問題 

「官から民へ」の政策は官製ワーキングプアをつくった。 

指定管理者の人件費算定の引き上げを。 

②教育問題 

中学校の学校選択制は、教育環境の悪化をもたらしかねない。教育の機会均等の視点で

選択制の見直しを。 

③住宅問題 

住まいを市場原理にゆだねた結果、住み続けられない区民がうまれている。借上げを含

む公共住宅供給を。 

④まちづくり問題 

都市計画の規制緩和は東京一極集中をもたらし、コロナ感染者の増大など災害リスクを

高めた。まちづくりを大企業の利潤追求の道具としないため市民参加を徹底するしくみづ

くりを。 

 

広場１号設置の経過とそれに伴う容積率の割増分など 

 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

３ 
米田議員 

（公明） 

新型コロナウイルス感染症対

策について 

 

 

 

 

重層的支援体制整備事業につ

いて 

●行政のデジタル化について 

●災害対策について 

●経済対策について 

●コロナ禍でのインフルエンザ対策について 

●コロナ禍での公共事業等について 

 

先の国会では、三つの支援を一体的に実施する重層的支援体制整備事業が新たに創設され

ることになった。そこで来年４月からスタートする重層的支援体制整備事業について、区

として積極的に取り組んでいくことが必要と考える。どのように取り組んでいくのか。 

ご所見は。 

区 長 

教 育 長 

関 係 理 事 者 

 


